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上，極めて注目される報告であるといえよう。
このように，脚や足の動きについてはかなりの
報告がふられるものの，剣道動作に伴う脚や足
の障害をBiomechanics的手法を用いて検討し
た報告は極めて少ない。
本研究は，踵部障害に注目し，踵部障害を訴
える者と，訴えのない者の踏承込永動作を分析
することにより，剣道の踏承込承における踵部
障害の原因を明らかにすることとした。
H研究手順
１．被検者の選択
本研究は，○○大学剣道部男子20名を被検者
として実施した。被検者の選択にあたり，剣道
部員全員（42名）に踵部障害に関するアンケー
ト調査を行い，踵部障害者群には，剣道を行う
ことにより踵に痔痛を訴えることが度をで，サ
ポーター等を踵に装着して剣道を行うことの多
い男子10名（内，６名インカレ正選手，ベスト
16位タイ）を選出した。非障害者群には，剣道
を行うことにより踵に痔痛を経験したことがな
い男子10名（内，１名イソカレ正選手，ベスト
16位タイ）を選出した。被検者特性を表ｌに示
した。
Ｉ目的
東京オリンピック以来，スポーツにおける
Biomechanics的研究は日本を問わず，盛んに行
われ，その知見はInternational・Biomechanics
学会やJapanese・Journal・Sports・Sciences
２２）rﾘﾐどに報告されてきた。本研究に関する脚運動
を対象とした研究を概観してもその数に枚挙に
いとまが無い程である。
日本における脚運動を対象とした研究は，な
１９，２３～２６）
んといっても陸上運動の報告が多い。金原らIま
短距離・中距離，長距離走者の足首と手首の動
２９）
ぎの違し､を，浅見Iま優秀スプリンターを対象に
２８）
その違いを報告している。また，三浦Iま走り幅
跳びにおけるそり跳び，ｌよさ承跳びの動作を検
討し報告している。
一方，剣道運動において脚を対象とした
Biomechanics的研究は遅々ではあるが進めら
１０）
れてきた。打突動作に関して，高山らIまForce・
Plateを用いて面，小手，胴打ち時における踏み
切り足の地面反力の垂直分力，及び力積を，百
６～8.1112b）
鬼らもForce・Ｐlateを用し､て踏永切り足の垂直
分力，水平分力を。更に踏糸込承足が着地した
時の地面反力を未熟練者，熟練者，女子選手に
ついて測定した｡地面反力と踏み込糸動作との関
１３～１５）
連を田中ら|ま男子選手と女子選手の打突動作を
９，１６）
それぞれ報告している。また，巽Iま発色式圧測
定紙を使用して踏歌込承による足底の圧力のか
かり具合を測定し，報告してる。
これらは，いずれも剣道の打突動作に伴う脚
や足運動について分析したもので，剣道学研究
２．対象動作と距離
剣道における相手との距離，すなわち間合は
大別して三つに分けられる。「近間｣，「一足一
１７）
刀の間｣，「遠間」である。恵士Iま，一足一刀の
間を相中段に構えた場合，自分の左足先から相
手の左足先までが2.4ｍの距離とし，遠問を－
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